　（平成２９年度ビル・マンションの耐震改修事例）

【応募用紙記入上のご注意】
　応募用紙（平成２９年度ビル・マンションの耐震改修事例）の記入に当たっては、以下の事項にご注意いただきますようお願いいたします。
○　応募資格
　　募集要項に掲げる応募条件及び応募資格に該当しない場合は申込みできません。
　　また、必要事項の記入がない応募用紙は選考対象から除外させていただきます。

○　チェック（□）欄

　　該当する項目にﾚ点（ eq \o\ac(□,ﾚ)）を付けてください。
○　工事費

　　耐震改修と併せて他の改修工事等を行った場合は、耐震改修部分に係る工事費を算出の上、記入してください（諸経費等は、それぞれの工事金額による按分でも可）。

○　工事前後の耐震性能

　　工事前後の耐震性能について、Is値等の定量的な指標を記載してください。なお、Is値を記入する場合は、改修の前後における最も低い値を一つ記入してください。
○　耐震改修工事にあたり工夫した点（複数回答可）

該当する項目にﾚ点（ eq \o\ac(□,ﾚ)）を付けた場合は、カッコ内に具体的な内容を記入してください。

○　添付資料の写真
　　添付する写真は、耐震改修前後の状況がわかるように提出してください。
○　応募事例のPR資料

　　応募事例の耐震改修にあたり工夫した点等がビル・マンションオーナーに伝わるように、分かりやすく作成してください。サイズはA４版縦１ページとし、形式は自由です。既存の「ビル・マンション耐震化読本」のレイアウトに合わせる必要はありません。
· その他
応募用紙の記入方法又は添付関係資料について、ご質問がある場合には、ＦＡＸまたはＥメールにてお問い合わせください。
　質問の受付は平成29年8月18日(金曜日)までです。


　　　
　　応　　募　　用　　紙

　（平成２９年度ビル・マンションの耐震改修事例）
　

	申込者
	ふりがな
	

	
	氏　　　名
	※法人の場合は、法人名及び担当者氏名を記入してください。

	
	住　　　所
	 〒



	
	電 話 番 号
	
	Fax 番号
	

	
	Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	 

	
	所有者等の別
	　□建物所有者　　□設計者　　□工事施工者　□その他（　　　　　）

	
	関係者の承諾
	□あり　　　　　　□なし

	概　　要
	建築物の名称
	
	掲載用建物名称
	(例　Ｋビル、Ｓ研修クラブ)

	
	建築物の所有者
	

	
	建築物の所在地
	

	
	敷地面積
	　　　　 　㎡
	建築面積
	　　　　　 　　　　　　　　　㎡

	
	延べ面積
	　　　   　㎡
	構造
	

	
	階数
	地上　　階

地下　　階
	主用途

(複数回答可)
	□事務所　　□店舗

□居宅　　　□共同住宅

□研修施設　□百貨店　　　

□病院　　　□銀行店舗　□その他

	
	設計期間
	　　　　　日間
	施工期間
	　　　　　 　　　　　　　日間

	再応募の場合

過去の選定年度
	□平成20年度　　□平成21年度　　□平成23年度　　□平成26年度

	耐震改修計画の認定
（応募条件 (3)ア）
	□あり

　認定行政機関〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

認定番号〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□なし

	耐震改修計画の評定等

（応募条件 (3)イ）
	□あり
　評定等機関〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

評定等番号〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□なし

	工法の技術評価等
（応募条件 (3)ウ）
	□あり（□（一財）日本建築防災協会　　□（一財）日本建築総合試験所）

評価等番号〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

□なし

	工事費
	□～1千万円

□1千万円～３千万円

□３千万円～６千万円

□６千万円～1億円
	□1億円～1億５千万円

□1億5千万円～2億円

□2億円～３億円

□3億円～

	使用した工法

（複数回答可）
	□後打ち壁の増設

□鉄骨枠組補強

□外付け鉄骨補強

□バットレス等の外部増設補強

□柱ＲＣ巻き立て補強

□柱鋼板巻き立て補強

□柱炭素繊維等巻き付け補強
	□耐震スリットの新設

□一部撤去による重量の低減

□免震構造化

□制震構造化

□基礎の補強

□その他（　　　　　　　　　）

	工事前後の耐震性能

（Is値等）
	工事前

（　　　　　　　　　　　　　）
	工事後

（　　　　　　　　　　　　　）

	最もアピールしたい

ポイント

（工法の特徴など）
	

	
耐震改修工事に

あたり工夫した点

（複数回答可）

※カッコ内は具体的な

内容をご記入ください。
	□　時間の制限なく建物を利用できるようにした。

□　場所の制限なく建物を利用できるようにした。

□　耐震改修と耐震改修以外の改修とを同時にできるようにした。

□　狭あいな敷地でも耐震改修できるようにした。
□　騒音・粉じんを極力抑えるなど周辺環境に配慮できるようにした。
· 通常に比べ短い工期で施工できるようにした。




	
耐震改修工事に

あたり工夫した点

（複数回答可）

※カッコ内は具体的な

内容をご記入ください。
	· 建築物の機能（居住空間等）を維持できるようにした。
□　建築物の機能（居住空間等）を向上できるようにした。
□　建築物の外観（デザイン性等）を維持できるようにした。　
· 建築物の外観（デザイン性等）を向上できるようにした。

· その他



	耐震改修を実施した所有者の感想等

（申込者以外の所有者・利用者の声等、自由にご記入ください）
	

	添付資料
	【全て必須】
○　応募条件（3）を示す資料の写し

○　耐震改修を行った箇所が分かる写真及び図面（写真は改修前後のもの・図面は平面図、立面図、断面図）

○　耐震改修前後の建築物全景写真
　　※改修前の写真がない場合は省略可
○　応募事例のPR資料（形式自由、A４版縦１ページ）




質問受付先


ＦＡＸ：　（０３）５３８８―１３５６


　E-mail：　S0000168@section.metro.tokyo.jp





応募先


〒163-8001　東京都新宿区西新宿2-8-1　東京都庁第二本庁舎３階南側 


東京都 都市整備局 市街地建築部 建築企画課　耐震化推進担当�電話： 03-5321-1111（内線30-649）　03-5388-3362（直通）











